
（学年）第２学年，（教科）保健体育 一斉学習

（単元）心肺蘇生法

（本時のねらい）

・心肺蘇生法の手順を復習しながら，理解を深めるための学習を意欲的に取り組むことが

できる。

・心肺蘇生法は，時間の経過によって生死を分ける場合があることから，速やかに行う必

要があることについて，理解したことを発言したり，記述したりすることができる。

（ICT活用方法）
心肺蘇生法の手順や注意事項をより理解するために，デジタル教科書の動画を用いて説

明する。また，心肺蘇生法や AED の使用方法に関しては日本赤十字の動画を視聴させ，
理解を深めさせる。

ノート問題の解説は，マークを付けて説明できるというデジタル教科書の長所を生かし

て解説をおこなう。

（本時の展開）

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法

導入 ・本時の目標を理解す ・以前の実習を復習しな

５分 る。 がら，本時の目標を理

解させる。

・心肺蘇生と心肺蘇生 ・胸骨圧迫・人工呼吸・ ・デジタル教科書の動

法の違いや意義につ ＡＥＤの使用の３つに 画を電子黒板にて視

いて理解する。 分けて説明する。 聴する。

・心肺蘇生法の手順に ・心肺蘇生法の手順を動 ・日本赤十字の動画を

ついて，動画を視聴 画を見せながら説明し， 電子黒板にて視聴す

しながら理解する。 必要ならば動画を静止 る。

しながら分かりやすく

説明する。

・細かな数字等はチェッ

クペンでノートに記入

展開 させる。

３５分

・心肺蘇生法におい ・時間の経過が生死を分 ・デジタル教科書の図

て，大切であること ける場合があることを， を電子黒板に写しだ

や，留意することを ノートの図１を利用し し説明する。

ペアで話し合い，発 て説明する。

表する。 ・ペアでの意見交換を積
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極的に行わせ，説明・

発表ができるよう指導

する。

まとめ ・本時のまとめをす ・本時のまとめを行い，

５分 る。 学んだことを将来生か

せるように指導する。

（授業の様子）

心肺蘇生法の動画を視聴している様子 デジタル教科書を用いて

説明している様子

（生徒の反応と課題，改善を要する点）

心肺蘇生法や AED についての動画は視覚的に理解しやすく，生徒の深い学びにつなが
ったと感じる。デジタル教科書の使い方に慣れていない部分があるので，今後の授業で電

子黒板を積極的に活用することと，教材研究が必要であると感じた。

生徒が１人１台端末を使用し，課題学習をおこなうといった授業にも挑戦していきたい

と感じた。
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